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                    THE Y’S MENS CLUB OF KOBE GAKUENTOSHI 

THE SERVICE CLUB TO THE YMCA  
 

 

                                                  2020 年 10 月（通巻 316 号） 
＜ 主 題 ＞ 

・神戸学園都市クラブ会長： 柴田昌一 ： 「みんなでチャレンジしよう」 

・国際会長：Jacob Kristensen（デンマーク）：「命の川を信じよう （Trust in the river of  

life）」 

                                   スローガン：価値観、リーダーシップ、エクステンション 

・アジア太平洋地域会長： David Lua（シンガポール）：「変化をもたらそう（Make a difference）」    

スローガン：奮い立たせよう 

・西日本区理事： 古田祐和（京都トゥービー） ： 「Let’s do it now,  

2022 に向けて誇りを持って All is well 」  

・六甲部長： 安行英文（さんだ） ： 「行動に信念を、信念は行動に」 

 Believe in what you do. Do what you believe in.  

 

 

 

[役員] 会長：柴田昌一、直前会長：杉本隆人、書記：杉本隆人、会計：中村 剛、連絡主事：横山徹太郎 

          [委員] 地域奉仕・環境：内田邦彦、Ｙサ･ユース：森本哲男、交流：隠樹圭子、ファンド：丹家元陽,仁科拓巳

EMC：藤井久子、広報・ブリテン：田辺征一、メネット：合田純二、メール委員：田辺征一、 

 [六甲部役員] JWF 委員：杉本隆人       [IBC]台湾高雄ポートクラブ（２００４年１月締結）                        

[DBC]東京武蔵野多摩クラブ（2011 年 6 月締結）      [DBC] 岡山クラブ（2018 年 6 月締結） 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

神戸学園都市クラブ 〒651-2102 神戸市西区学園東町 2-1-3   TEL 078-793-7402  FAX 078-793-7470 

事務例会：第 1 木曜日、第 1 例会：第 3 木曜日、クラブホームページ 

http://www.kobeymca.org/ys/gakuen/bulletin.html                   

10 月 第１例会  

 

・日時：2020 年 10 月 17 日(土)10：00～ 

・場所：西神戸 YMCA 

・内容：ONLINE 参加 

        

＜ 今月の聖句 ＞ 

 

「ものの見えない案内人、 

あなたたちは不幸だ。」  

   (マタイによる福音書23章16節) 

 

               

          10 月誕生者おめでとう 

 

 柴田 昌一 （10/１） 

 横山 徹太郎（10/８） 

 合田 純二 （10/10） 

9 月の出席状況 
 

 
第一例会 6 名 
メネット・ビジター6 名 

 
事務例会 12 名 

7 月～ 累計ファンド 

・CS(年賀切手)   ０円 

・TOF(断食)      ０円 

・FF(家庭の断食    ０円 

・BF(古切手)      ０円 

・東日本募金       ０円 

・Y サ・ASF         ０円 

http://www.kobeymca.org/ys/gakuen/bulletin.html
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＜9 月例会報告＞ 

日時：2020 年 9 月 19 日(土) 9：30～12：00 

場所：しあわせの村ローンボール場  

出席：合田、杉本、田辺、中村、仁科、藤井  

9 月 19 日の初級者 Lawn Bowls 大会は、来年

5 月に開催予定の「ワールドマスターズゲーム

2021 関西」でローンボウルズがオープン競技種

目に採用され、その PR と参加者を増やすべく

開催されました。 

参加者は田辺、杉本、中村、仁科、藤井、外

部からは、加茂、扶蘇（加茂、合田の友人）、野

上（加茂さんの近所の方）、学園ワイズローンボ

ウルズクラブの三木、森（御協力に感謝）さん

と合田 2 名。未経験者は田辺、仁科、藤井さん

達。 

ローンボウルズを簡単に説明すれば、ジャッ

クという目標球に BOWL を転がし、全て投げ終

わった時点で、ジャックに近い球数を得点とす

る競技です。今回は１チーム 3 人の編成で 1 人

３球を投げるトリプル戦。最初の投球者をリー

ド、次はセカンド、最後はスキップという。ま

ず最初にリードが交代〃〃に１球づつ投球し、

次いでセカンド、最後にスキップの順で投げ終

わり、得点を決めて 1 エンド終了。今回は 3 往

復 6 エンド制を採用しました。4 チームの総当

り戦方式。 

いきなり試合は難しいので、最初はボウルの

転がり方など、簡単な説明をして、その後練習。

グリーンは予想以上に重く、ボウルは転がらな

い。初体験の人たちはどうなる事かと不安げな

様子。無事 3 ゲーム出来るのか、怪我人のない

ように・・・・。 

10 時に試合開始。思うようにコントロールが

出来ない人のため息や、上手く言って喜ぶ声が

入り乱れる第 1 ゲームでした。第 2 ゲームに入

るとため息は徐々に少なくなり、最終の第 3 ゲ

ームでは、上手にコントロール出来たチームの

歓声が多くなり、楽しんでプレー出来る様にな

りました。こうして試合は無事終わりました。 

みなさんお疲れさま。 

成績発表 

1 位、合田（洋）、藤井、仁科のチーム 

2 位、森、杉本、田辺のチーム 

3 位、三木、加茂、野上のチーム 

4 位、中村、扶蘇、合田（純）のチーム 

ささやかながら賞品を渡して解散。 

その後、有志で昼食。辻本さん、わざわざの陣

中見舞、ありがとうございました。 

ローンボウルズは激しい運動ではなく、プレ

ーするたびに無意識で、足腰を鍛えられる。負

けていても大逆転する事も多々あり、非常に奥

が深く、また頭の体操になるゲーム。年をとっ

ても十分楽しめます。初体験の方や未経験の方、

我々は土曜日に明石公園のローンボウルズ場

で練習しています。どうぞこの機会に始めまし

ょう。            (合田純二) 

               

 

 

 

“秋晴れのもとさわやかな 1 日を感謝！” 
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＜10 月事務例会報告＞ 

日時：2020 年 10 月 1 日(木)19：00～20：15 

場所：西神戸ＹＭＣA 学園都市 403 号室 

出席：内田、櫻井、柴田、杉本、田辺、丹家、

中村、仁科、野呂、森本、藤井 

  ビジター：渡辺大輔(東京武蔵野多摩 DBC)  

       大塚（YMCA 職員） 

報告事項 

(1)学生生活支援募金報告書が配布された。                  

 10 月 3 日 10:00 参加：杉本、櫻井、田辺 

(3)全国ＹＭＣＡリーダー研修会およびリーダ   

ー委嘱式への支援金 20,000 円を承認。 

委嘱式 11 月 7 日（土）13：00～神戸ＹＭＣＡ  

出席：田辺 

(4)次期会長・主査研修会の日時及び場所変更 

3 月 7,8 日 新大阪コロナホテル 

(5)チャリティーゴルフ 本日申し込み締切。 

(6)黒にんにく 10 月 3 日(土)入荷予定。 

協議事項 

(1)ジャガイモファンドについて 

仕入価格 1,800 円 販売価格 2,400 円  

数量 10ｋg 入り 100 箱 

10 月 24 日(土) 13：00 入荷 

(2)古切手について 

学園都市クラブの有する古切手を神戸ポー

トクラブに譲渡する。 

(3)わいわいまつり ONLINE について                   

日時：10 月 17 日(土) 10：00～ 

当クラブの持ち時間は 10：50～11：05 

(4)東京多摩武蔵野クラブ・岡山クラブとの 

３クラブリモート合同例会（主催は多摩武蔵 

野）10 月 14 日(水)19：00～ 

(5)黒にんにくの販売方法について 

 わいわいまつりで販売、丹家医院、夢の郷、

その他個別で販売、チラシ作成 

(6)ＹＭＣＡ報告 

・高等学院の 10 月入学礼拝をおこなった。 

・学童保育は例年より早めに募集 10 月末説  

明会の予定。 

 

＜瀬戸山陰部会報告＞ 

10 月 3 日 10 時から瀬戸山陰部会が開催されま

した。どことも部会を開催できない中、今期西

日本区内最初の部会とのこと。今回は会場(岡

山教会)を On Line で結んで行われました。 

 

 

会場に来られた方 26名、ZOOMでの参加者 39名、

杉本、櫻井、私の三名も ZOOM で傍聴させていた

だきました。 

プログラムの後半は、長寿和子部長司会のパ

ネルディスカッション。パネラーの白鳥雅人ワ

イズはせとうちＹＭＣＡの総副主事でリーダ

ーの育成などにかかわっておられる。もう一人

は佐藤郁也氏で IＴ技術を駆使し、音楽活動を

するかたわら、コロナ禍の中、子供たちのＹＭ

ＣＡプログラミングキャンプに協力されてお

られる。 

 コロナ禍という閉塞された時代にあって 

ＹＭＣＡ活動に新しい方法を模索し、前進され

ておられる姿に大変感銘を受けるとともに興

味深く拝聴することができました。 

   (田辺征一) 

 

「ジブラルタル海峡クルーズと色彩の 

王国モロッコ 11 日間」 （第４回） 

８月 24 日（土） 

 AM8:00 タンジールを出発。いよいよバスは南

下してモロッコの内陸へ。約３時間で Chef- 

shaouen へ。今、日本人にも大人気の観光スポ

ットで、ブルーの壁と白い壁のコントラストが

非常に美しい。リフ山脈の北側、ティスーカ山

（2,050ｍ）とメッグ山（1,616ｍ）の山肌にへ

ばりつくように広がっていて、アラビア語で角

（つの）を意味する「シャウエン」という。元々、

小さな村だったが 15 世紀レコンキスタで、ス

ペインから逃れてきたイスラム教徒が加わり

人口が増えたとの事。城壁に囲まれたメディナ

（旧市街）は、本当に迷路。ガイドさんに付い

ていかないと迷子になる。壁の下はブルー、上

は白で本当に美しい。天然石を砕いた青で、約

３ケ月毎に塗り直しているらしい。その為か青

のグラデーションも加わり一層美しくなる。そ

の中の一番の撮影スポットに中国人の女性が

色々なポーズをとって写真に収まっている。見

かねた当ツアーの女性ガイドさん。「ここは、あ

なた達だけの所じゃないのよ、早くどきなさ

い！」と思われる事を英語で。 

道の両側には果物屋さん、土産物屋さん、ジ

ュラバ（白くて膝下まであるアッパッパのよう

な上着、暑い所では重宝される）屋さんとかが

並ぶ。そして、地区毎に小さなモスク、水飲み 
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場（山からのおいしい冷たい水…しかし、手は

洗ったが飲む勇気はなかった）、保育園、家でこ

ねたパンを焼いてくれるパン屋さんがある。焼

きたてのパンは素朴な味で美味。昼食はサボテ 

ンジュースと共に前菜はモロッコサラダ、メイ 

ンはシュリンプタジンと鳥肉タジン。ウーン、

ここにもビールがなくて残念。デザートに緑と

紫のイチジクと緑とオレンジ色のサボテンの

実が美味。 

バスは更に南下する事４時間でモワイヤン

アトラス（アトラス山脈の東側で標高は少し低

目）の北側の街 FEZ へ。フェズのメディナ（旧

市街）近くにあるホテルは細い路地の突き当り

の木戸をくぐった所。中は別世界、フロントの

前は中央に噴水を配したパティオ（屋根付き）

で、周囲の壁のモザイクタイルが本当に見事。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

昔の大邸宅を改装したホテルで、外の小さなプ

ールのパティオも美しい。まずは熱くてほんの 

り甘いミントティーとモロッコ菓子でホッと

一息。夕食は１F のパティオがレストランに。 

まず前菜の多さにびっくり。インゲンのソテー、

キューリ、ポテト、人参のピューレ、キャベツ

＋干ブドウの炒め物、ピーマン煮、ラタトゥー 

ユ、訳の解らない煮物等、14 皿がドーンと。１

皿もそこそこの量で、１テーブル６名では到底

無理。メインは玉ネギがオニオングラタン風に

なった骨付チキンのタジンと来た。見ただけで

満腹になる。赤ワインがあったのが、せめても

の救い。この辺から下腹がゴロゴロとし出し、

消化剤を飲み始める。 

     (丹家元陽） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜ 今月の聖句 ＞ 

 

「ものの見えない案内人、あなたたちは不幸だ。」                

(マタイによる福音書 23章 16節) 

聖書の小窓「見えているか」  

見えているようで、見えてないのが自分自身だといわれます。 

大型タンカーの船長から聞いた話です。大型タンカーは航行中にすぐに止まれな

い。完全に停止するまでには3時間以上かかる。港に入っていくとき、これを計算し

なければならない。また、湾に入った時には必ず水先案内人が必要となる。この案

内人は3時間先にどうなるかを計算しながら状況を把握し、さらにすべての船の位置

をチェックしている。大きな流れは止められないこと、止めるためには前もっての

準備と知恵を必要とする。案内人には、3時間すべてを見えていることが求められ

る。命がかかっているのだからと。 

イエスは「ものの見えない案内人」という言葉で、真実の救いへと導くことの大

切さを語られました。私たちには、イエスのみ言葉が、ものの見える案内人として

与えられています。どのように命への道を案内してくださるのかを聞き取るのが私

たちの務めです。 

西日本区チャプレン 立野 泰博（熊本ジェーンズ） 

     西日本区理事通信2020年9月号から転載 


